8-5-2　情報新技術専門委員会

1.

 主な活動の記録

（1）委員会開催

専門委員会開催：10回
講習会開催：5回


（2）活動の目的

建設コンサルタント技術者として、インフラ整備分野（日常業務遂行分野含む）や新たな業務形態等に活用が期待できるITに関する先端技術をリサーチし、その活用について研究すると共に、協会員に情報提供を行う。

（3）主な内容

a)情報新技術動向の収集(講習会の実施)
現情報新技術の現状を的確に把握するため、技術内容を絞り、主に当専門委員会を対象に、下表のように5回の新技術講演会を開催した。

	回数
	講演会の概要

	第1回

9月26日
	主題：自立分散型メッシュ無線ＬＡＮシステムについて
講師：アルプシステムズ株式会社
概要：自立分散型メッシュ無線LANシステムの概要
製品概要
ソリューションの紹介
導入事例の紹介　等

	第2回

10月18日
	主題：IPカメラについて（安価な民生品の性能）
講師：キャノン株式会社
概要：IPカメラの機能の紹介
（デモ）
製品概要（ソフト、ハード）ソリューションの紹介　等

	第3回

10月18日
	主題：IPカメラについて（業務用に使用される製品）
講師：株式会社東芝
概要：CCTVなどに利用される高機能IPカメラの紹介
導入時事例の紹介　等

	第4回

11月21日
	主題：オープンソースの現状、起源、市場動向
講師：オープンソースソフトウェア協会事務局
概要：現状、起源、市場動向
ソフトウェア定義
発展のメカニズム
活用事例とビジネス　等

	第5回

12月12日
	主題：情報化施工の現状と展望
講師：トプコン
概要：情報化施工の概要
情報化施工の取組状況
情報化施工に関する今後の展望


b) 実証実験準備

4月に開催する次の実証実験についての準備を行った。
①IPカメラ（キャノン製）の性能に関する実証実験

②オープンソースの利用関する実証実験














2. 










次年度の活動について

来年度以降に注目されるITに関する複数の先端技術のリサーチを行う。リサーチ方法は、専門家による講演会の実施とする。

なお、実施した新技術講演会の中から、コンサルタント技術者として活用が期待できる技術を抽出できた場合、その活用方策を具体的に検討する。

また、活動の成果を取りまとめ、協会のホームページを利用して広報を行う。
（情報新技術専門委員会委員長　九鬼和広）

